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一19世紀関税政策と「税関」一  

























という創造的生活へと立ち戻り，またそれを「税関」というテクストによって   











味）に向かって解釈が組み立てられていくのである。   
しかし第二の読み，記号学的読みは，テクストをひとつの意味の体現とはみ  
ない。むLろ関心ほ，テクスト内部の意味のネッ：、ワーク， その言語的自意識  
の方にある。ジョン・カルロス・ロウほ『税関を通って』の論文集のなかで，  
こう語っている。   
税関は二つのものが交差するテクストであり，時空である。つまり過去と  
未来，伝統と創意，決定性と白丸 無意識と意識，見知らぬものと見慣れた  
もの，いわば「ヨーロッパ」と「アメリカなるもの」が「H会うところである。  
こう考えてもよいだろう。税関を通った交換とは，作者と読者，生産者と消  




の認識から逃ぉることはできない」6㌧ ロウほこの論文集で直接，「税関」を分  
析することはなかったが，彼の理論は，エヴォソ・カールトンの『アメリカ・  
ロマンスのレトリックーエマソソ，ディキンソン，ポウ，ホーソーンにおけ  




論とは，まったく逆のものとなる。『七破風の屋敷』でほ，ロマンスほ現実生   
















「実務」から「ばろ布」へ「文字」へ「A」へ，推測から断定へ証明へと   
進むことによって，ヘスクー・プリンの「謎にみちたシンボル」は，ホーソ   
ーンの想像力を借りて高らかに現存するもの〔presence）となる。しかしこ   
れは，あくまでも再現（representation）された現存であり，不在している   












う時代に投錨されることはなく，特定の時代に帰着されないテクスト産出の普   
竹 村 和 子  




























察するものである。   
「税関」ほ三つの部分に分けることができる。第一は語り手がセイレムに戻  
り，自分の先祖についての感情を吐露する部分，第二は現在税関に教務してい  
る役人たちを戯画化する部分，第三は緋文字を見つけ，それを題材にしたロマ   
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く制度と，国家および国家の法が支配する制度である。   
ブルック・トーマスは『法と文学の比較研究－クーパー，ホーソーン，ス   




……法の或る領域においては，法廷が影響力を拡張し，それまで父権的保   
護者として機能していた教会や家庭の社会的役割に，とってかわるようにな   
った。・・■「父親から男性の法律家へ権力が移行することによって，判事ほ   

























事は，給料である川。だが「自叙伝的なものである」〔4）にもかかわらず，   
































る。   





‥…■法が家庭や教会が以前に我が物としていた家父長的な権限を継承する   
ことになった理由は，新しい経済システムによって，旧来の社会の結合が壊   
れてきたことである。しかし，新い、経済システムは，法延が市場の「自   
然」原理に介入するのを控えた方が，促進される。したがって判事は，経済   
領域では平等を保証するという当初の機能から身を引き，だが家庭内の問題   
には家父長として介入していかなけ九はならなくなった。   
・＝…例えば18世紀には，もしも売買契約で交わされた価格が「適性価格」   
でなければ，衡平法裁判所でその価格は無効にさ九た。しかし19世紀でほ，   
「買い主の危険負担」の原理が適性価格の原理にとってかわったのだ。裁判   
所ほ，たとえその実約がひどく不公正なものであっても，「自由な行為者（フ  


















ま持にまわり，貿易・造船に従事する一部マサチューセッツは反対にまわっ   
蔵 首（脱cap）  
た17’ 。セイレムの住民を描写する際に，彼らほ「百年以上も海に出ている」  
〔11）と語られ，往事を忍ぶものとして「船長」，「船主」，「商人」，「水夫」と  
いう人種が紹介される。セイレムlこ居を定めていたホーソーンの父が西インド  

























同時に，その修辞性をも暴いてゆくのである。   
第三部の叙述は次のように展開する。最初，語り手は自分が現在「実務家」  
（26）であって，もはや「文学的名声を夢みる人間」（26）ではないと自嘲ぎみ  
に語り，次に，「ある退屈な雨の日」（29），偶然に耕文字と故ビュー行政官の   
























である20）。   
′ぐ－コヴィッチほ，「A」が17世紀ピューリタンのイデオロギーだけで解釈  







それを説明した→巻の手記を伝授してくれた」こ33）ビュー氏が，亡霊となっ   
識 首（脱cap）  








る。   
第一部では，イデオロギーの審級において家父長制度から法制度への移行が  
語られていると述べた。第三部で，語り手と同じ職種のビ ュー氏を「公的な先  
祖」（33）と呼んでいることは，ここでもその移行を再度，表象していると解  




















港に入ってきたある種の外国商品の輸入に課税したので，悪い政府だ」22－の言   
















二つのクラスの政治家が合衆国の世論を分断している。一派の制度に従え   
ば，外国の工業製品には，国家の歳入を賄うに足る輸入税以外は，課せられ   
るべきでないという。アメリカのエ業製品ほ，もしも可能ならば，臨時の保   
護を除き，国の内外における競争者の外国商品との競争では，放任して自助   
の精神iこ任すべきである。他の一派の制度によれは，輸入税は，国家の歳入   
の適切で便利な原点とLて大いに当てにすべきであり，何らかの修正を加え   
れば当てにしてかまわないということに同意したのち，さらに，アメリカの   
産業を徐々にLかし適切に保護するため，また外国への依存度を少なくする   
ため・外国の綿製品への課税は遺跡こ制定しようとする・0両派とも，そ   
れぞれの意見において等Lく誠実で，等しく正直で，等しく愛国的で，国の   
繁栄や進展を望んでいる。‥  
さて我々の周りに目を転じれば，我々の耳目を引き，千載の恨事というべ   
き最大の事柄は，我が国全体をおおう由々しき不況である。・・  
‥…もっとも望ましいのは国内市場と国外市場の両方があることである。   
だが，双方を比較してどちらに優先権を与えるかということになると，疑い   
はありえない。国内市場が第一で，重要ざにおいても突出している23〉。〔上   
点引用者〕  
他方，それに反対したダニエル・ウェブスターは，このように論を展開する。   





提供する。＝   
質問させていただきたい。国の現状が国家的不況だと言われているときに，  
この関税はどのような救済を，国家の根本的利益に与えることができるとい  
うのか。   
……世界のあらゆる商業国と競争をつづける我が海運にとって，決定的な  
ダメージとなるのが，この最後の関税である24〉。〔上点引用老〕   
両者の弁論に共通する特教ほ，共通の基盤を提示し，譲歩のレトリックを多  


















ある。   
関税課税に対して両義的解釈を誘因するH・クレイの「アメリカ・システ  
ム」．影響力の大なる政治家D・ウェブスターの変節，ジャクソン大統韻の矛   

































ロチソというメタファー」（43），「族首された（decapitated）行政官の遺作集」   






…‥ヴァレリーほ，「資本（capital）」という語のもつ多義性を利用する。   
資本の利潤は，その剰余価値から，記憶，文化的蓄積，経済的価値つまり信   
用等の，様々な意味を産みだし，豊かにする。ヴァレリーが使うのほ比喩の   
レトリックだ。このとき資本の諸形態＝文彩（figures）ほ互いに参照し合い，   
字義的意味での固有財産＝固有性（propri占t占〕に固定されることはない。し   
かし字義的意味を拒否するこの多義性ほ，ヒエラルキーを掴むものではなく，   
また意味の連鎖を礁一並びに水平化するものでもない。   
「資本」のさまぎまな価値の，この意味論的，修辞論的な資本化のなかで，   
もっとも興味深い＝利益をもたらす〔int占ressant）瞬間は，どういう瞬間だ   
ろう。それほ，資本の「地域的」または「特殊な」必要性が，「普遍」とい   
う絶えず脅かされる生産物〔訳注：「市場経済」，「議会制および資本主義的   
民主主義」，「文化」等〕を産みだすとき，または要請するときだと思われ   











こと，…… これらを予告したのが「税関」であり，これをロマンスに結晶させ  
たのが『緋文字』である。   
『横文字』にほ17世紀ピューリタンのモラルが濃厚に書き込まれていると言  
われる。だが，このテクストにほ七㌧－リグニズムを支える家父長制度や教会  
の理念が，むしろ共同体の刑罰だけに局限されている。ヘスターの夫であり，   































一‘cap”（deCd♪－itation）の行為と読むことができる。   
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